








要約:東京都立の病院および産院を対象とした先天異常モニタリングにより、 1994 年 1

月より 1995 年 9 月までの調査結果をまとめ、主な先天異常の発生率を算出した。本モニ

タリングはサンプルサイズが小さく、また、出生前診断の普及、産科管理や新生児診断の

向上の影響を受けて奇形発生率に若干の変動がみられるが、 1994 年には特記すべき愛動

を示した奇形は認められなかつた。1995 年には大血管転位が目立っていたが、経過中な

ので、結論は避けた。


